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日刊スポーツ
READ ME
１．このＰＤＦファイルは全部で10ページからできています。ご自分のパソコンのハードディスクに保存してからご覧下さい。
２．このページの対戦の部分をクリックすると、そのページにジャンプします。
３．各ページの成績表の「日の丸」をクリックすると、このページにジャンプします。
４．各ページの成績表の日本の対戦の部分をクリックすると、そのページへジャンプします。
５．各ページともサムネイルを作成してありますので、サムネイルを表示させてジャンプすることもできます。
６．各ページにノートがあります。ダブルクリックすると開いて記事を読むことができます。

※このＰＤＦファイルに掲載の記事・写真の無断転載を禁じます。またこのＰＤＦファイルの再配布も禁じます。すべての著作権は日刊スポーツ新聞社に帰属します。
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日刊スポーツ
★試合経過

・国立競技場の天候は曇り。気温２９．５度、湿度６５％。観衆５万５０００人。

   ・日本のスタメンは、ＧＫ川口、ＤＦ小村、井原、秋田、ＭＦ名波、中田、相馬、山 口、名良橋、ＦＷカズ、城。３－５－２のシステムでのぞむ。

   ・前半０分、日本ボールでキックオフ。

   ・前半０分、日本１本目のＣＫも、ＧＫパンチング。

   ・前半３分、日本２本目のＣＫ、こぼれ球を井原がキープし、切り返したところで相手ＤＦのファウルを誘って、ＰＫ。これを、カズが冷静に決めて、１点を先制。

   ・前半８分、ＰＫの外側やや左からシュクイリンがＦＫを狙ったが、日本の壁に跳ね返された。

   ・前半１２分、左サイドの相馬からのクロスを、ファーサイドに上がったカズが右足でダイレクトに合わせるが、ＧＫがセーブ。

   ・前半２３分、名波から左奥のスペースへ大きく展開。このパスに、オフサイドすれすれで飛び出した相馬がドリブルで上がり、ＤＦと競り合いながらグラウンダーでセンタリング。フリーのカズが右足で合わせて、２点目をゲット。

   ・前半３０分、中田が右サイドへロングパス。名良橋がダイレクトにヘディングで折り返し、カズが合わせるがゴールならず。

   ・前半３７分、ペナルティエリア内でカズがキープし、ＤＦを引きつけて、フリーの城 へパス。城はＧＫと１対１になりながらも、右に外した。

   ・前半４０分、中央３０メートルの位置でパスを受けた中田が、迷わずロングシュート。相手ＤＦの体に当たり、ややコースが変わったことも幸いして、ゴール左上に３点目が決まった。

   ・前半４４分、右サイドのカズがＤＦの裏にスルーパス。これに反応した城が、右足のアウトサイドでダイレクトに合わせて、４点目のゴール。

＜ハーフタイム＞ 

   ・後半０分、ウズベキスタンボールでキックオフ。日本の選手交代はなし。

   ・後半８分、スルーパスから抜け出したシュクイリンがドリブルシュート。ポストのわずか左に外れた。

   ・後半１１分、中盤から縦パス１本で裏をとられ、シャツィフがゴール左スミにゴール。

   ・後半１３分、城に代わって、西沢が出場。

   ・後半１８分、カズのセンタリングに、角度のないところから西沢がダイビングヘッドで合わせたが、左に外した。

   ・後半１９分、西沢のパスを受けたカズが、ドリブルで中央突破。体勢を崩しながらも、確実にフィニッシュして、ハットトリックを完成。

   ・後半２４分、川口が敵ＦＷと接触し、ＰＫを取られる。このＰＫをフョードロフが真ん中に決めて、２点目。

   ・後半２５分、名良橋に代わって、中西が出場。

   ・後半３２分、シャツィフが右からのセンタリングを頭で合わせて、ゴール。

   ・後半３５分、右サイド中西からのセンタリングを、ファーポストで待つカズが胸でトラップ。左足でＧＫの左を抜いて、ゴール。カズ自身、この日４点目。

   ・後半３６分、西沢に代わって、本田が出場。

   （試合終了） 　　


日刊スポーツ
日本代表が、６－３でウズベキスタンを下し、Ｗ杯フランス大会出場へ向け、好スタートを切った。不安視された決定力不足も、エース・カズ（三浦知良、３０＝川崎）の４ゴールを含む６得点で払拭した。

 　序盤からボールを支配した日本代表は、前半３分にカズがＰＫを決めて先制。同２３分にも、相馬のセンタリングをカズが合わせて加点すると、同４０分に中田、４４分に城が立て続けにゴールを奪った。後半に入ると、やや集中力を欠いて失点したが、カズが後半にも２ゴールをマークし、ウズベキスタンを一蹴した。

 　この日の日本は、両サイドからの意図的な攻めに加えて、ミドルレンジからも積極的にゴールを脅かした。左サイドの相馬は、再三のオーバーラップでカズをアシスト。ペナルティーエリアの外からは、中田、名良橋らがロングシュートを浴びせて、ＪＯＭＯ杯で指摘された消極性を克服した。前日に来日したばかりで、コンディションの整わないウズベキスタン相手とはいえ、上々の試合運びだった。

 　これで勝ち点３をマークした日本代表は、第２戦となるアウエーのＵＡＥ戦に備える。１０日に離日し、オマーンでの合宿を経て、１６日にアブダビ入り。１９日のＵＡＥ戦に臨む。

 　加茂監督「たくさん点が入ってよかった。ここ２、３試合点が取れなかっただけで決して点を取れないチームじゃない。次の試合も勝たなかったら、何にもならない」。

 　三浦知「ＰＫは、普段通りければ入ると思って、思い切りけりました。これから先も試合があるので、大事に戦っていきたい」。

 　ウズベキスタン・ミルサジコフ監督「現状のベストメンバーで臨んだ。お互いにいい準備をしたが、日本の方に運があった。前日に来日したことが、試合に影響したとは思っていない」。
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日刊スポーツ
★試合経過

・気温３８度、湿度４２％。日本は、第１戦と同じメンバーで３－５－２のシステム。

  ・前半０分、日本ボールでキックオフ。

  ・前半５分、日本の右サイドの裏を取られ、ＵＡＥセンタリング。中央、ヘディングで合わせられるが、川口が横っ飛びでキャッチ。

  ・前半９分、山口がロングシュートしたが、大きく上に外す。

  ・前半１２分、ＵＡＥが右サイドからセンタリングしたが、名良橋がクリア。

  ・前半１５分、スルーパスに反応したカズが角度のないところからシュート。ＧＫセーブ。

  ・前半２９分、しばらくこう着状態が続いたが、ＵＡＥがＣＫからボールをキープし、ミドルシュートを放ったが、左に外れた。

  ・前半３３分、ＵＡＥが、カウンターでゴール前まで持ち込みシュート。川口がキャッチした。

  ・前半３５分、日本左ＣＫ、ショートコーナー気味に後ろへ戻して、名波がミドルシュートしたが、上に外れた。

  ・前半３８分、城が右にはたき、オーバーラップした名良橋がノートラップでセンタリング。２列目から飛び込んだ中田がダイビングヘッドで合わせたが、ＧＫがパンチングで防いだ。

  ・前半３９分、名良橋に代わって、中西が出場。名良橋は、序盤の接触プレーで左足を痛めた様子。

  ・前半４３分、城のドリブルシュートも、ＧＫ正面。

  前半終了


  ＜ハーフタイム＞ 

  ・後半０分、ＵＡＥボールでキックオフ。

  ・後半１分、日本左ＣＫ、小村がヘッドで合わせるが、右に外す。

  ・後半６分、右からのＦＫ、カズから逆サイドの井原が頭で折り返したが、ＧＫキャッチ。

  ・後半８分、ＵＡＥが左からのセンタリングを頭で合わせたが、クロスバーのわずか上を越えた。

  ・後半１２分、山口のミドルシュートは右にそれた。

  ・後半１５分、ＵＡＥムンテルに代わり、バヒットが出場。

  ・後半２０分、城に代わって、本田が出場。

  ・後半２２分、カズがドリブルで持ち込み、ＤＦと競りながらシュートも、ＧＫセーブ。

  ・後半２７分、中田がカズにスルーパス。１対１になるが、ＧＫの飛び出しが鋭く、ゴールラインを割った。

  ・後半２９分、ＵＡＥズハイルに代わって、モハメドアリが出場。

  ・後半２９分、右ライン際からのＦＫに井原がヘディングで折り返し、小村が右足で押し込んだが、小村がオフサイド。

  ・後半３１分、中田に代わって、森島が出場。

  ・後半３７分、森島のセンタリングを中西が落として、カズがシュートに持ち込んだがＤＦがカット。

  ・後半４１分、ＵＡＥがロングシュートしたが、左に外す。

  ・後半４３分、山口のリングシュートはＧＫ正面。

  試合終了


日刊スポーツ
　日本代表が、２戦目で初のアウエーとなるＵＡＥ戦を０－０で引き分け、勝ち点１を獲得した。４０度近い暑さと湿度の高い悪条件の中、消耗戦となり、両チームともゴールを割れなかった。

 　序盤からＵＡＥの攻撃に苦しんだ日本だったが、ＧＫ川口の判断のいい飛び出しなどで無得点に抑えると、後半２０分過ぎには、攻撃陣にリズムが生まれた。中田、カズらがＵＡＥゴールを脅かし、同２９分には、小村がオフサイドの反則を受けたもののゴールネットを揺らし、見せ場を作った。

 　また、体力勝負となったこの試合で、加茂監督の選手交代も効果的だった。後半に、城に代えて本田、中田に代わって森島が投入され、それぞれが持ち味を発揮した。本田は、途中出場で攻撃の起点となったバヒットを密着マークし、トップの位置に入った森島は、ドリブル突破で相手ＤＦをかき回した。得点こそ奪えなかったが、無難な試合運びで、勝ち点１を確実に獲得した。

 　加茂監督「この暑さの中で、よく戦った。（この結果は）最悪ではない。できれば、勝って帰りたかった。次の韓国戦は頑張ってやります」。

 　井原「湿度が高く、体力的にはきつかった。勝ち点１が獲れたので、及第点だと思います。チャンスもあったけれど、アウエーということでしょうがない。アウエーで引き分けて、日本でやるときに勝てばいいと思う。韓国との初戦は勝ってアウエーに乗り込んでい
 きたい」。
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日刊スポーツ
★試合経過

・日本代表は、呂比須が先発初出場。４－４－２のシステム。メンバーは、ＧＫ川口、ＤＦ相馬、小村、井原、中西、ＭＦ名波、本田、山口、中田、ＦＷカズ、呂比須。

  ・韓国代表は、予想に反して、Ｃ大阪のコ・ジョンウンが先発出場。

  ・国立競技場の天候は曇り、気温２３．６度、湿度３８％。

  ・前半０分、韓国ボールでキックオフ。

  ・前半１分、左サイド韓国ＦＫ、右に流してロングシュートを狙うも、名波がブロック。

  ・前半８分、日本が左ＣＫ、カズから中田へショートコーナーもセンタリングできず。

  ・前半９分、日本２本目のＣＫもＧＫパンチングでクリア。

  ・前半９分、前線に残っていた小村が混戦からシュートしたが、左に外す。

  ・前半１３分、韓国が左サイドを崩してハ・ソクジュのセンタリングをチェ・ヨンスが頭で合わせたが、クロスバーの上。

  ・前半１４分、韓国ＣＫもクリア。

  ・前半２０分、ユ・サンチョルのロングシュートも大きく外れる。

  ・前半２２分、右コーナー付近で呂比須がもらったＦＫを名波がセンタリングするも、ファーサイドに流れた。

  ・前半２４分、呂比須がイエローカードを受けた。

  ・前半２６分、名波から左サイドでパスを受けた呂比須が、強烈なミドルシュートを放つが、右に外す。

  ・前半３１分、呂比須の足を引っかけたイ・ミンソンがイエローカードを受けた。

  ・前半３２分、日本、中央ＦＫもＤＦにはじかれた。

  ・前半３３分、チェ・ヨンスのヘディングシュートも力なく川口の正面。

  ・前半３６分、日本、左ＣＫもＤＦがクリア。こぼれたところを山口がロングシュートしたがジャストミートせず。

  ・前半４２分、ヘディングで競り合った中西の顔面に、相手の頭がぶつかって一時退場するも、復帰。

  ・前半４３分、相馬が角度のないところからシュートも、ＧＫパンチング。

  ・前半４４分、ハ・ソクジュがミドルシュートしたが、大きく上に外す。

  （前半終了） 

  ＜ハーフタイム＞ 

  ・中西に代わって、名良橋が出場。

  ・後半０分、日本ボールでキックオフ。

  ・後半１分、韓国の左ＦＫを、井原がクリア。

  ・後半４分、ハ・ソクジュのロングシュートは上に外れた。

  ・後半１０分、左サイド、名波のセンタリングはＤＦに当たったが、こぼれたところを相馬がシュート。惜しくも右ポスト直撃で外す。

  ・後半１１分、ユ・サンチョルと小村がイエローカードを受ける。

  ・後半１３分、チェ・ソンヨンに代わって、チャン・ヒョンソクが出場。

  ・後半１７分、イ・ギヒョンのシュートも左に外れる。

  ・後半１８分、右サイドから名波のセンタリングを、カズが頭で合わせるがシュートミス。

  ・後半１９分、イ・サンユンに代わって、ソ・ジョンウォンが出場。

  ・後半２２分、韓国ゴール前の混戦から、インターセプトした山 口がドリブルで中央突破。一人を切り返してマークを外すと、ＧＫが前に出てきたところを冷静にループシュートし、ゴール。

  ・後半２６分、コ・ジョンウンに代わってキム・デウィが、呂比須に代わって秋田が出場。

  ・後半２９分、日本ゴール前、ユ・サンチョルがフリーでパスを受けるが、上に外す。

 ・後半３９分、韓国が右からのセンタリングを、ファーサイドか ら頭で折り返し、中央フリーのソ・ジョンウォンがヘディングシュートでゴール。

  ・後半４２分、本田に代わって、西沢が出場。
・後半４１分、ペナルティエリアやや外側でパスを受けたイ・ミンソンが、ロングシュートしてゴール。

  （試合終了）


日刊スポーツ
　日本代表が、韓国代表に１－２で手痛い逆転負けを喫した。これ で、３戦全勝の韓国は、勝ち点９でＢ組首位に立った。一方、１勝１敗１分けの日本の勝ち点は４のままで、ＵＡＥ（勝ち点７）に次いで３位。３チームとも、残りは５試合。日本は、有利と見られた ホームで敗れたことにより、初のＷ杯出場へ向け、がけっぷちに立たされた。

 　最終予選前半のヤマ場となる重要な１戦に、日本は呂比須が先発 出場した。両チームとも激しい当たり合いから、決定機を作れず、前半は０－０。後半２２分には、山口がゴール前の混戦から、技ありのループシュートで先制した。日本は、呂比須に代わって秋田を 投入し、守りを固めたが、これが裏目に出た。同３８分に同点ゴールを許すと、３分後に は一瞬スキを突かれて、イ・ソンミンに勝ち越しのミドルシュートを食らった。

 　突然の逆転負けに、試合後のイレブンは静まり返った。ＧＫ川口は、悔しさに目を潤ませたが「競技場をでたら、きょうのことは忘れる」と次戦に目を向け、気持ちを切り替えていた。コメントを求められた日本協会の長沼健会長も、うっすらと涙を浮かべて肩を震わせた。
　これで、日本と韓国との勝ち点差は「５」。悲願のＷ杯への道は、かなり険しくなった。日本代表は２９日に、４試合目となるカザフスタン戦（１０月４日）のため、離日する。

　加茂監督「監督をして３０年になるが、大観衆の中でこんな経験は初めてで感激している。できたら勝って一緒に喜びたかったが、残念です。８０分はうまくいったが、最後の１０分で足が止まり、崩された。リードした時は、選手に逃げ込みたいという意識があった。ベンチから声がかれるほど言ったけど、なかなか通じなかった。これからは勝ち続けるしかない」。

 　山口「残念以外の何ものでもない。後半のある時間帯はリズムがよかったが、その後にバランスが悪くなった」。

 　井原「最悪でも引き分けで終わりたかった。マークを誰にするか迷って、リズムが乱れた」。

 　鮮やかな逆転劇に、韓国サポーターが熱狂した。この日の国立競技場には、「レッドデビル」と呼ばれる約５０００人の韓国サポーターが陣取り、スタンドの一角を真っ赤に染めた。また、年末の大統領選挙の野党候補である金大中氏ら要人も姿を見せ、韓 国イレブンに声援をおくった。韓国国内にテレビ中継したアナウンサーは「富士山が崩れようとしています」と大逆転劇を伝え、 解説者も「シナリオのないドラマ、これがサッカー」と絶叫した。

 　韓国・車範根（チャ・ブンクン）監督「名波と中田を抑えるように、指示した。選手たちが、その指示を守ってよくやってくれた。先に点を取られて、選手が混乱したが、落ちついてプレーをするように言った。日本の疲れがみえた時にスピードのある選手を投入した。この喜びを皆で分かち合いたい」。

 　決勝ゴールを決めた李利成（イ・ミンソン）「マークについていた呂比須が途中で交代し、自分がフリーになれた。（呂比須は）運動量は少ないけど、ポジショニングがいい」。
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日刊スポーツ
★試合経過

 ・日本は、３－５－２のシステム。メンバーは、ＧＫ川口、ＤＦ井原、小村、秋田、ＭＦ相馬、山口、名良橋、中田、名波、ＦＷカズ、呂比須。

  ・カザフスタンも、３－５－２のシステム。メンバーは、ＧＫボスコボイニコフ、ＤＦサドゥオフ、スパリシェフ、オシポフ、ＭＦポポフ、バルティエフ、ファミルツェフ、コトフ、ティモフィエフ、ＦＷリトビネンコ、ズバレフ。

  ・前半０分、日本ボールでキックオフ。

  ・前半０分、名波が激しいタックルを受け、一時退場。

  ・前半１分、日本ゴール前にハイボールを入れられ、川口がパンチングした際にキーパーチャージを受ける。

  ・前半７分、呂比須のポストプレーから、名波がロングシュートするも、上に外す。

  ・前半８分、カザフスタン、左サイドＦＫを直接狙うも、外す。

  ・前半１１分、カザフスタンの左ＣＫをフリーのスパリシェフが頭で合わせたが、右に外す。

  ・前半１３分、カザフスタンの右サイドＦＫはミスキック。

  ・前半１５分、中盤右からのＦＫを名波がゴール前に上げるが、ＧＫキャッチ。

  ・前半１８分、名波のセンタリングを呂比須がヘディングシュート。惜しくもポスト左に外れる。

  ・前半２０分、中田が右に流して、名良橋がセンタリングするが、ＤＦがクリア。

  ・前半２１分、名波のＣＫを呂比須がＤＦと競ってヘディングするが、ジャストミートせず。

・前半２２分、名波のＣＫを、ニアサイドの秋田が頭でドンピシャリ。先制ゴール。

  ・前半２５分、カザフスタンがゴール正面のＦＫを直接狙ったが、右に外す。

  ・前半３０分、名波のスルーパスが長すぎて、ＧＫがキャッチ。

  ・前半３１分、ポポフのスルーパスを受けたリトビニエンコが振り向きざまにシュートするが、ミートせず。

  ・前半３６分、名良橋のセンタリングをカズがキープ。呂比須を経由して、相馬が右足でミドルシュートしたが、失敗。

  ・前半４３分、カザフスタンの左ＣＫも、ＤＦがクリア。

  ・前半４５分、カザフスタンの右ＣＫ。川口がボールとすれ違い、こぼれたが、山口がクリア。

  （前半終了）


  ＜ハーフタイム＞ 

  ・後半０分、カザフスタンボールでキックオフ。

  ・後半１分、左サイドを崩され、カザフスタンがセンタリング。フリーのズバレフが頭で合わせるが、上に外す。

  ・後半３分、名波がフリーで抜け出し、ＧＫと１対１になるが、ドリブルが大きく、クリアされる。

  ・後半４分、名良橋のクロスを呂比須がオーバーヘッドでシュートするが、ミートせず。

  ・後半７分、名良橋のセンタリングを、呂比須がキープ。左足でシュートしたが、クロスバーの上を越えた。

  ・後半１３分、負傷したリトビネンコに代わって、ロギノフが出場。

  ・後半１４分、名波の右ＣＫをＧＫパンチング。クリアボールを、名波がシュートしたが、またもＧＫパンチング。

  ・後半１７分、カザフスタンＧＫがペナルティエリアの外でクリアしたボールを中田が拾い、ロングシュートしたが失敗。

  ・後半２１分、秋田がイエローカードを受ける。

  ・後半２２分、カザフスタンの左ＦＫも、ＤＦクリア。

  ・後半２３分、縦へのロングパスを、ティモフィヘフが頭で合わせるが、川口の正面。

  ・後半２５分、左サイドから前線のカズへロングパス。ＧＫがやや前に出たところをループ気味に狙うが、左に外す。

  ・後半２８分、中田の右ＣＫを、小村がヘディングで合わせるがクロスバーの上。

  ・後半２９分、山口のロングパスを、呂比須がノートラップで狙うが、ゴールの右へ。

  ・後半３０分、小村がイエローカードを受ける。

  ・後半３３分、カザフスタンの右ＣＫもＤＦクリア。

  ・後半３９分、名波に代わって、本田が出場。

  ・後半４３分、中田のパスを受けたカズが、ドリブルで中央突破してシュート。ＧＫがはじいたところに中田が詰めたが、シュートは右のゴールポストを直撃。

・後半４５分、イエテエフの縦パスを、ズバレフが振り向きざま シュート。川口が飛び込むも、同点ゴール。

  （試合終了） 


日刊スポーツ
　ロスタイムで同点に追いつかれた日本代表が、カザフスタンと１－１で引き分け、Ｗ杯出場はますます苦しい状況になった。日本は、通算１勝１敗２分けの勝ち点５でグループ３位。同日、韓国は３－０でＵＡＥを下し、勝ち点１２（４勝）で１位をキー プ、ＵＡＥは勝ち点７（２勝１敗１分け）の２位で、前半戦を折り返した。韓国が独走態勢に入ったため、日本のＢ組１位での予選通過は難しくなったが、残り４試合で２位に入る可能性は残されている。日本代表は、１１日にタシケントでウズベキスタンと戦う。

 　もはや１敗も許されない状況で臨んだ１戦。立ち上がりこそ、カザフスタンの攻撃に苦しんだ日本だったが、前半２２分、名波のＣＫから、ニアサイドに詰めていた秋田のヘディングシュートで先制。しかし、試合終了間際のロスタイムに、まさかの同点ゴールを許した。

 　日本は再三の好機を逃したほか、リードしてからの試合運びがちぐはぐ。逆転された韓国戦と同じく、終盤に足が止まり、逃げ切りに失敗した。試合後のイレブンは、ショックを隠せず、足取り重くロッカールームに引き上げた。終始無言だったＧＫ川口は、最後に「ばかじゃないの」と誰に向かってでもなく吐き捨て、バスに乗り込んだ。

 　ホテルに戻ると、長沼会長ら日本協会の首脳が集まり、緊急トップ会談が開かれた。

加茂監督「今日は自分としては思い通りにやれたつもり。だけど、われわれの仕事は結果が全て。結果が悪ければ、監督の責任です。まだ、かすかに希望はあるので、全力を尽くしてやりたい」。

 井原「最後のロスタイムの失点は、ドーハの悲劇の繰り返し。あれで乗り切れないのは、教訓が生きていない。でも、その時と違うのは、あと４試合があること。全てを懸ける」。

 三浦知「チャンスがあるからあきらめずにやります。同じようなことを繰り返してしまい、情けない。どうしても点が取れなかったことが敗因だ」。

 秋田「”残りがない”の声が聞こえて、経験不足が出た。時間稼ぎや、最後でキープとか、いろんなことができたはず。相手に取られて速攻を食らうなんて、これだけの力しかないということ」。

 名波「点を取られたことより、２点目を取れなかったことが反省点だと思う。原因？　頭が回っていない。ボールをキープしたかったけど、うまくいかなかった」。

 小村「集中力の途切れなんかじゃない。時間稼ぎするところで、全員の意思統一ができていない。そんなこと、監督にいわれなくても分かることなのに」。

 カザフスタン・ベルダリン監督「今日は、運がよくて引き分けに持ち込めた。チームはまだ若いが、これからの試合で勝てるように頑張っていく」。


日刊スポーツ
　不振を極める日本代表の加茂周監督（５７）の更迭が４日、決定した。岡田武史コー（４０）が、新監督に昇格する。引き分けに終わったカザフスタン戦後、アルマトイのホテで長沼健会長ら日本サッカー協会首脳４人が緊急トップ会談を行い、急きょ決定。現地で会見を行い、発表した。加茂監督も「こういう時は、棟梁（とうりょう）が代わるのが、一番いいだろう」と了承した。試合からわずか４時間半後の、異例の電撃解任劇となった。協会は、取りあえず１１日のウズベキスタン戦は岡田新監督に指揮を執らせ、その後再首脳会議を開き、岡田監督の続投、新監督招へいを含めて、再検討する方針。１０月２６日ＵＡＥ戦（東京・国立競技場）以降３試合のスタッフ、選手の顔ぶれは、事実上の白紙状態となった。
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日刊スポーツ
★試合経過

・日本は、名波と山口がダブルボランチに入る３－５－２のシステム。メンバーは、ＧＫ川口、ＤＦ井原、斉藤、秋田、ＭＦ相馬、山口、名良橋、森島、名波、ＦＷカズ、城。

  ・前半０分、日本ボールでキックオフ。

  ・前半１分、井原が相手ＦＷの足を引っかけてイエローカードを受ける。

  ・前半２分、ウズベキスタンの右ＦＫは、川口が直接キャッチ。

  ・前半３分、ＤＦの裏に森島が抜け出し、ＧＫと１対１になるも、ドリブルが大きくはじかれる。

  ・前半５分、レベデフのミドルシュートは、クロスバーに当たって外れる。

  ・前半９分、カズの左ＣＫは、ＧＫがパンチング。

  ・前半１５分、名波のロングシュートはＧＫ正面。

  ・前半１６分、カシモフのＦＫは、日本のカベにはじかれる。

  ・前半１７分、名波のスルーパスに森島が走り込んだが、オフサイド。

  ・前半２１分、なかなかスローインをしないカムバラリエフが、イエローカードを受ける。

  ・前半２１分、オーバーラップした秋田がロングシュートしたが、ＧＫがＣＫに逃げる。

  ・前半２２分、カズの左ＣＫは、ＤＦがクリア。このボールを山口が拾って、ミドルシュート。ＧＫがはじいたところを城が詰めて、先制ゴールかと思われたが、判定はオフサイド。

  ・前半２４分、裏に抜け出た城がグラウンダーでセンタリング。森島が左足を振り抜いたが、ミートせず。

  ・前半２５分、フリーで狙ったカシモフのシュートを川口が好セーブ。

  ・前半３０分、シュクイリンの振り向きざまのシュートを川口がＣＫに逃げる。

 ・前半３１分、ウズベキスタンの右ＣＫをＤＦがクリア。これを 拾われシュートされるがＤＦがブロック。またしてもこぼれたところを、カムバラリエフが、ミドルシュートし、川口が飛び込むも左隅にゴール。

  ・前半３５分、カシモフのミドルシュートは左に外れる。

  ・前半３７分、ペナルティエリアやや外からのＦＫをカズが狙うが、ＧＫ正面。

  ・前半３８分、カズの左ＣＫは、ＤＦがクリア。

  ・前半３８分、左サイドをドリブルで上がったカシモフが、センタリングするも川口がキャッチ。

  ・前半３９分、ウズベキスタンの右ＣＫは、ＤＦがクリア。

  ・前半４２分、レベデフからシャツィフへのパスはオフサイド。

  ・前半４３分、ゴール前の混戦から、カズが抜け出しシュート。ＧＫがはじくが、ＤＦクリア。

  ・前半４５分、名波の縦パスからカズがシュートしたが、力なくゴール右に外す。

  （前半終了）


  ＜ハーフタイム＞ 

  ・日本のメンバー交代はなし。ウズベキスタンは、カシモフに代えてバザロフが出場。

  ・後半０分、ウズベキスタンボールでキックオフ。

  ・後半４分、バザロフがゴール前フリーでボールを受けるが、名良橋がカット。

  ・後半６分、左からカズがショートコーナー。森島を経由してカズがセンタリングするが、ＤＦがクリア。

  ・後半８分、ウズベキスタンの右ＣＫは、ＤＦがクリア。

  ・後半８分、森島、斉藤に代えて、中田、呂比須が出場。日本は、３トップの攻撃的布陣に変更。

  ・後半９分、シャツィフがドリブルシュートし、左に外す。

  ・後半１０分、シルショフに代えて、シャイマルダノフが出場。

  ・後半１４分、中田の足を引っかけたレベデフが、イエローカードを受ける。

  ・後半１４分、右サイドのＦＫを名波がファーサイドに流すが、そのままゴールラインを割る。

  ・後半１７分、名波がミドルシュート。ポストのわずか右に外れる。

  ・後半１９分、カウンターからレベデフがセンタリングするも、井原がヘッドでクリア。

  ・後半２０分、中田がミドルシュートし、ＧＫがはじいたが、自らセーブ。

  ・後半２２分、中田の左ＣＫはＤＦがクリア。再びＣＫとなるが、日本のファールで逸機。

  ・後半２６分、山口がイエローカードを受ける。

  ・後半３０分、シャツィフのパスから、フリーのバザロフがシュート。左に外す。

  ・後半３３分、中田が右サイドをドリブル突破し、センタリング。カズが頭で合わせるがＧＫ正面。

  ・後半３４分、名波に代えて、中西が出場。

  ・後半３５分、中西がイエローカードを受ける。

  ・後半３９分、シャツィフに代えて、マタリエフが出場。

  ・後半４０分、名良橋のロングスローも、ＤＦがクリア。

・後半４４分、井原のロングパスを、呂比須が頭で合わせて同点 ゴール。

  ・後半４５分、左サイドから中田がセンタリングし、呂比須が頭で合わせるも右に外す。

  （試合終了） 


日刊スポーツ
　日本代表が、終了間際のゴールで同点に追いつき、Ｗ杯本  大会出場へかすかな望みをつないだ。日本の勝ち点は６で、 韓国（勝ち点１３）、ＵＡＥ（同７）に続き３位。１位での 予選通過は絶望的な状況で、自力での２位も不可能になった が、数字の上でわずかな可能性を残した。日本は２６日、ホームでのＵＡＥ戦に臨む。

 　岡田新監督に代わってからの初戦。日本は、ＦＷに城、Ｍ Ｆに森島を入れる新布陣で臨んだ。２列目から飛び出す森島の動きが功を奏し、前半２２分にはオフサイドの判定を受けたものの、城がゴールネットを揺らすなど好スタートを切った。しかし同３１分、ＣＫか らこぼれたところをカムバラリエフに決められ、最終予選で初めて先制点を許した。

 　後のない日本は、後半に入ると森島、斉藤に代えて中田と呂比須を投入。さらに、秋田を前線に置く超攻撃的フォーメーションにシフトし、ロングボールでＦＷに合わせる攻めを繰り返した。そして、敗戦濃厚となった終了間際の後半４４分、井原のロングパスに、呂比須が頭で合わせて同点に追いついた。

 　かろうじてドローに持ち込んだが、新体制で臨んだこの試合でも勝ちを逃した。何度もチャンスを逸したほか、レフェリーの厳しい判定に苦しむなど、不運も重なった。また、前半早々に、井原が通算２枚目のイエローカードを受け、２８日のＵＡＥ戦に出場できなくなった。

　岡田監督「引き分けで、Ｗ杯の可能性が非常に少なくなったのは事実だと思います。しかし、０－１で負けていた最後に追いついてくれた。ひょっとするとひょっとするのではないかとの希望を持っています。選手にも可能性がある限り戦おうと伝えました」。

 　井原「どうしても今日は勝たなければいけない試合だった。（警告による次戦の出場停止は）初めから覚悟していたこと。代わりの選手がやってくれるだろう」。

 　三浦知「まだあきらめていない。終わっていないんだから、次ぎに頑張るだけ」。

 　川口「勝てると思ってやっていました。まだ終わったわけじゃないので、頑張ってやります」。

 　日本サッカー協会・長沼健会長「前半、３点は取れた。取るべきときに取れたら、もっとよかった。残り３戦で全勝を目指すしかない。もう全く後がない。コーチ陣については白紙の状態だ」。

 　川渕三郎副会長「最後まで戦う姿勢もあった。勝負は時の運、戦う姿勢は次につながる。首の皮がつながった」。
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日刊スポーツ
★試合経過

・日本のスタメンは、４－４－２。三浦知、呂比須のツートップ、中盤で中田、名波、北沢、本田が先発。バックは、相馬、斉藤、秋田、名良橋。キャプテンは、出場停止の井原に代わって三浦知。ＵＡＥは３バック。

  　・晴れ、気温１７．５度。

  　・国立入りは、日本が先。岡田監督は「終わったら、祝勝会をやりましょう」とコメント。

  　・国立は、５万５０００人の大観衆。ＵＡＥが到着すると大ブーイング。

  　・ＵＡＥがトスで勝って右を取り、日本ボールでキックオフ。

  　・開始早々、日本、右ＣＫも、ＧＫにキャッチされる。

  　・前１分：呂比須が、中央から左足で強烈なミドルシュートもＧＫ正面。

  　・前２分：ＵＡＥ左サイドからの突破を名良橋がファウル。

  　・前３分：相手ＦＫからのカウンター。三浦知から前線の呂比 須へパス。呂比須が相手ＤＦを一人かわして、右４５度から右足 でゴール左スミにゴール。この間に本田がイエローカード。

  　・前１４分：ＵＡＥが、日本ＤＦのミスからカウンターも、シュートはゴール上方
  へ。

  　・前１５分：呂比須が中央突破する際に倒され、正面でＦＫ。三浦知が直接狙うも、ＧＫにセーブされる。

  　・前１７分：左サイド相馬からセンタリング。呂比須、三浦知がヘッドで競り合うも、ファウル。

  　・前２０分：呂比須が右サイドでＦＫゲットも、相手ＤＦにクリアされ、カウンターに。そのままＵＡＥ、左ＣＫ。裏側へボール飛び、日本ヒヤリ。

  　・前２３分：日本、右ＣＫもＧＫにセービングされる。

  　・前２６分：三浦知が、右サイドライン上で、イエローカード付きＦＫ獲得。

  　・前２７分：ゴール右サイドから北沢からのバックパスを中田が４５度から、ミドルシュートもＧＫセーブ。

  　・前２８分：北沢にイエローカード。

  　・前３３分：ＵＡＥ、左サイドからのＦＫ。ゴール正面に飛び込むも、川口飛び出し、フライングキャッチ。

　・前３６分：ＵＡＥ、右サイドからのＦＫ。ゴール前左サイド への早いボールをハッサンスハイルが頭で合わせて、ゴール右スミへ。

  　・前４１分：左サイド相馬からのセンタリング。相手ＧＫがキャッチミスも、詰めた呂比須がシュートミス。

  　・前４４分：バヒット、イエローカード。次戦出場停止。

  （前半終了）

  　・前半のシュート数＝日本７本、ＵＡＥ２本。

  　・イエローカード＝両軍とも２枚。


  ＜ハーフタイム＞ 

  　・後半開始。

  　・後２分：ＵＡＥ、右サイドからのＦＫ。

  　・後４分：日本左サイド相馬からセンタリング。三浦知、呂比須がヘッドで競り合うもからぶり。

  　・後５分：モハメドアリが肉離れでアウト。ハッサンサイードが入る。ＵＡＥが中央から強烈なミドルシュートも川口キャッチ。

  　・後１１分：本田に代わって、山口が出場。

  　・後１３分：呂比須が中央からドリブル突破しようとしたところを引っかけられて、２１メートルのＦＫ。これでエキサイトしたイスマイル・ラシドがイエローカード。

  　・後１４分：三浦知がフェイントを入れた後、呂比須がＦＫを直接狙ったが、ポスト右に外れる。

  　・後１５：名波が取られたファウルから、ＵＡＥがＦＫを直接狙ったが、川口が正面でキャッチ。

  　・後１８分：呂比須が左にはたき、相馬がセンタリングするも失敗。

  　・後１９分：スルーパスに反応した三浦知が、ペナルティエリアのやや外で倒され、ＦＫを得る。スハイルがイエローカードを受ける。

  　・後２０分：三浦知がＦＫを狙うが、カベに当たって跳ね返される。こぼれ球を名波がシュートしたが、ＧＫ正面。

  　・後２０分：名良橋のミドルシュートが、右ポストを直撃。ＵＡＥのＤＦがクリア。

  　・後２４分：右サイドを中田が突破し、センタリングするがやや大きくサイドを割る。

  　・後２７分：ハッサンに代わって、イブラヒムが出場。

  　・後２８分：ＵＡＥのＣＫがゴール前にこぼれたが、かろうじてクリア。

  　・後３１分：ＵＡＥがＣＫからヘッドで合わせるが、クロスバーに当たって外れる。

  　・後３２分：相馬に代わって、城が出場。日本は、２トップのやや後ろに城が入る、３トップ気味の布陣にシステムを変更。

  　・後３６分：ズハイルに代わって、モハメドオマルが出場。

  　・後３８分：ＵＡＥの右ＣＫは、ＤＦがクリア。

  　・後４１分：三浦知のスローインから呂比須がキープ。センタリングがこぼれたところに城が詰めるがＧＫセーブ。

  　・後４２分：浮き球を競り合った城が、主審に抗議しイエローカードを受ける。

  　・後４４分：名波がハーフライン付近からゴール前に放り込むが、ＦＷがキーパーチャージ。

  　（試合終了）


日刊スポーツ
　まさかの引き分けに納得のいかない一部サポーターが、試合終了後に暴動を起こした。引き上げる日本選手に、生卵などが投げつけられ、グラウンドには発煙筒や空きカンが放り込まれた。

 　５試合連続無得点に終わった三浦知は、国立競技場の玄関を出る際に「もうやめちまえ」などの罵声を浴びせられたほか、目の前にパイプイスまでも投げ込まれた。車に乗り込んでからもビンやカンが投げつけられ、これに切れた三浦知がファンを一喝。一触即発のムードの中、３０分以上も競技場から出ることができず、やむなく別の出口から別のタクシーに乗り込んで脱出した。

 　また、関係者出入り口も５００人以上に取り囲まれ、選手の乗ったバスが出られなくなり、数台に分かれて競技場をあとにする始末となった。「長沼を出せ！」とヤジを飛ばす者、サポーター同士で殴り合う者なども続出し、周囲は異様な雰囲気に包まれた。

 　暴動には伏線もあった。ＵＡＥ選手が何度もピッチに倒れて、２度も担架が運び込まれるなど露骨な時間稼ぎを展開。にもかかわらず、後半４５分を２０秒回っただけで、試合は打ち切られた。これに対して、三浦知、北沢らが主審に詰め寄り、観客も大ブーイング。試合中にはエキサイトした両チームの選手が何度かもみ合うなどし、サポーターの熱気も最高潮に達していた。 

　岡田監督「前へ進むサッカーをしようと考えていました。ペナルティーエリアの中で思うようにプレーできず、１点しか取れませんでした。自力での２位はなくなったが、選手には最後にやり残したことがないよう、もう１度戦い直そうと話しました。選手の起用はベストだと思っています」。

 　三浦知「引き分けたくて引き分けているわけじゃない。自分の気持ちは９月８日の最終予選開幕戦の時と変わっていない」。

 　呂比須「（シュートは）コースを狙って迷わずけった。１点を取ってから、ボールキープをうまくできなかった。不用意なパスミスも多かった」。

 　秋田「今までよりも自分たちのサッカーはできていたんだけど。３－０か３－１の試合だった。もっと前半に点が取れていれば。セットプレーの失点は、ＤＦにとって一番守りにくいところだった」。

 　山口「途中から出たんで、試合に慣れるのが難しかった。韓国戦については、個人的にはこうしたいというのはあるけど、監督が決めること。自分からは言えない」。

 　北沢「結果論でしか話せないのがつらい。点を取れるときに取らないとね。本当につらい」。

 　中田「ごめんなさい」。

　本田「取られるまでは楽な展開だった。イージーミスが多かった。気持ちの問題ですよ。気持ち」。

 　相馬「ゆっくり考えさせて下さい。次は勝つしかない」。

 　井原「あと２試合、全力でやるしかない。可能性のある限り戦えば、運がこちらに転んでくるかもしれない。きょうの試合については、出場していないので何も言えません」。

 　日本協会・長沼健会長「流れをつかみきれていない。１点取ると、フッと気持ちが引き気味になってしまった。まだ、完全に希望がなくなってしまったわけではない。死にものぐるいで残り２試合を戦ってほしい」。

 　ＵＡＥ・サンドリ監督「引き分けには満足しています。日本の攻め方は分かっていた。戦術的には守備に重点を置くことと、中盤のプレスに気をつけろと指示していた。最後は感情的な試合になってしまったね」。

 　観戦した韓国・車監督「１位通過が決まったのは、国民の声援と選手の汗のたまもの。２戦目のウズベキスタン戦と次の日本戦がヤマだった。日本はウチに負けてからずるずる落ちましたから。日本は選手の士気と自信が失われています。監督の作戦が悪いのではなく、選手が監督の指示についていっていません。次の日韓戦は、最もコンディションの良い選手をつかいます。韓国サッカーの名誉を取り戻したいと思います」。
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日刊スポーツ
★試合経過

  ・日本のスタメンは、ＧＫ川口、ＤＦ名良橋、秋田、井原、相馬、ＭＦ北沢、名波、山口、中田、ＦＷカズ、呂比須。４－４－２のシステムで、名波がボランチに入る見込み。

  ・韓国も、ほぼベストメンバー。ＭＦには高正云（コ・ジョンウン）が入り、ＦＷ崔龍洙（チェ・ヨンス）もスタメン出場。

  ・観衆８万人、気温１０度、湿度３０％。

  ・前０分、日本ボールでキックオフ。

  ・前０分、名波が引っかけられて得た左サイドＦＫをカズがセンタリング。井原が押し込んだが、右に外れる。

 ・前１分、左サイドを上がった相馬が、名波からのパスを受け、 グラウンダーでセンタリング。ニアサイドの呂比須がコースを変えて、２列目から飛び込んだ名波が、左足のインサイドで冷静に ミートして先制ゴール。

  ・前４分、右サイドのセンタリングからこぼれたところを、ハ・ソクジュがミドルシュート。左に外す。

  ・前８分、右コーナー付近でカズが得たＦＫ。名波がセンタリングし、ファーサイドまで流れるが韓国ＤＦがＣＫに逃げる。

  ・前９分、中田のＣＫをＧＫがパンチング。こぼれたところを山口がロングシュートし、カズが詰めたがオフサイド。

  ・前１１分、コ・ジョンウンのスルーパスをＦＷが合わせたが、名波がスライディングでクリア。

  ・前１４分、左サイドを上がった相馬が、一人をかわして右足でシュート。右に外す。
  ・前１５分、名良橋がハ・ソクジュを引っかけてＦＫ。ハがセンタリングするが、ＤＦクリア。

  ・前１８分、日本やや左サイドのＦＫ。カズが軽く浮かせて、名波がカベ越しにフワリと落とし、北沢がフリーで走り込むサインプレー。ダイレクトでシュートを狙ったがミートせず失敗。

  ・前２２分、右サイドの名良橋がセンタリング。ややマイナス気味に上がったが、呂比須がオーバーヘッドでジャストミート。惜しくもＧＫ正面。

  ・前２６分、ユ・サンチョルがロングシュートするも大きくふかす。

  ・前２７分、北沢から呂比須へショートパス。呂比須がワントラップの後、ヒールで北
  沢に折り返し、北沢がシュート。体勢が崩れて、上に外す。

  ・前２８分、山口がロングシュートしたが、ワクに飛ばず。

  ・前３２分、タテへのロングボールから中央右に走り込んだソ・ジョンウォンがシュート。川口が正面でキャッチ。

  ・前３３分、韓国のロングボールを、川口がペナルティーエリアから大きく飛び出し、足でクリア。

  ・前３４分、呂比須とのワンツーから中田が、左足でシュート。左に外す。

  ・前３５分、呂比須がトリッピングを受けＦＫ。呂比須が狙うが、カベに跳ね返される。

  ・前３７分、左サイドを切れ込んだ相馬が、浮き球をトラップして一人をかわし、センタリング。ニアサイドに走り込んだ呂比須が、左足で軽く合わせてゴール。

  ・前４５分、秋田と接触し鼻骨骨折したチェ・ヨンスに代わり、キム・ドフンが出場。

  （前半終了）


  ＜ハーフタイム＞ 

  ・後０分、韓国ボールでキックオフ。韓国は、コ・ジョンウンに代わり、イ・サンユンが出場。

  ・後０分、カズのロングパスを中田が拾って、左サイドの呂比須にパス。呂比須はＧＫと１対１になるが、ＧＫがセーブ。

  ・後６分、中田のセンタリングを、ニアに詰めたカズがＧＫと競りながらシュート。ＧＫがはじいて、ＣＫ。

  ・後７分、日本の右ＣＫもＤＦがクリア。

  ・後８分、チェ・ヨンイルと競り合ったカズがエキサイトし、通算２枚目のイエローカードを受ける。

  ・後９分、キム・ギドンがロングシュートするも、川口が正面でキャッチ。

  ・後１０分、呂比須も通算２枚目のイエローカードを受ける。

  ・後１２分、右からのセンタリングにイ・サンユンがヘッドで合わせるが、川口がキャッチ。

  ・後１４分、ソ・ジョンウォンに代わり、ノ・サンレが出場。

  ・後１７分、ノ・サンレのミドルシュートを川口がキャッチ。

  ・後２０分、キム・ドフンが左サイドからゴール前に切れ込みシュートしたが、キックミス。

  ・後２４分、スルーパスに反応したノ・サンレがシュート。ＤＦが体ごとブロック。

  ・後２５分、北沢に代わって、平野が出場。

  ・後２７分、中盤左のＦＫ、中田が中央に入れるがＤＦがはじく。

  ・後２８分、左４５度から平野がミドルシュート。ＧＫ正面。

  ・後３３分、自陣ペナルティエリア付近で、井原が顔面にキックを受けて倒れるが、大事にいたらず。

  ・後３４分、中田にチャージしたチェ・ヨンイルが、この試合２枚目のイエローカードを受け、退場。

  ・後３６分、中田が右に流して、名良橋がセンタリング。ＤＦに当たってＣＫ。

  ・後３９分、中田がドリブルで上がり、タメをつくってフリーのカズにパス。落ち着いてシュートしたが、ＧＫが大きくはじく。

  ・後４１分、中盤でキープを続ける日本に対して、韓国が突っかけてファウル。

  ・後４２分、左サイドで切り返した平野を、イ・ギヒョンが引っかけてイエローカードを受ける。

  （試合終了）


日刊スポーツ
　日本が、韓国を２－０で撃破し、Ｂ組２位確保に 大きく前進した。９月７日以来の勝ち点３を獲得し た日本は、通算２勝４分け１敗の勝ち点１０として、暫定ながらＢ組２位に浮上した。２日のＵＡＥ－ウズベキスタンで、ＵＡＥが敗れるか引き分けると、日本の自力２位が復活する）。また、カズと呂比須が通算２枚目のイエローカ ードを受け、次戦は出場停止となったため、新メンバーが召集されることも濃厚になった。日本は、Ｗ杯本大会出場へ最後の望みをかけ、８日のカザフスタン戦（国立）に臨む。
  
　圧倒的に不利と見られたアウエーで、日本が先制した。開始早々の前半１分、中盤でキープした名波が左サイドへパス。これを相馬がダイレクトで折り 返し、呂比須がワンタッチした後、走り込んだ名波 が左足のインサイドで冷静に蹴り込んだ。サイド攻撃が機能した日本は、同３７分、またも相馬のセン タリングから、呂比須が３試合連続ゴール。２点をリードして前半を折り返したが、後半は韓国の一方 的な猛攻が続いた。しかし、執念で勝る井原、秋田らＤＦ陣が体を張った。危ない場面も、韓国のミス に助けられ、後半３４分に崔英一（チェ・ヨンイル）が２枚目のイエローカードで退場するなど、運も味方した。終盤は、ボールをキープし続けて、堅実に逃げ切った。

 　アウエーでの韓国戦勝利は１３年ぶりの快挙で、２点差以上をつけたのは１９７４年以来２３年ぶり。韓国戦通算１０勝目（１４分け３３敗）となる歴史的勝利で、岡田監督の 初白星を飾り、Ｗ杯出場へ可能性をつないだ。

　岡田監督「前半は予定通りでした。後半  は、体力を消耗してしまい、下がってしまって苦しかった。うれしいですけど、これでフランスへの切符になるわけではありません。 まだまだこれからだと思います。（次戦はカズと呂比須が欠場するが）今は、サブの誰が  出ても問題ないので、心配はしていません。 新メンバーを呼ぶことも考えたい。しかし、 練習を続けているかどうかも分からないし。 遅くとも２日か３日には知らせます。今晩、 考えたい」。

 　井原「みんなの力でいいディフェンスができました。うまくボールも回ったし、攻守の押し上げもよかった。韓国はフランス行きが 決まっていることで、いつもと違うなと感じました」。

 　名波「みんながいいボールをくれました。１１人みんなが、自分の役割を果たしたと思います。後半は、汚いプレー、ぎりぎりのプレーに４５分間よく耐えた。あと一つしかないので、全力で勝ちにいきます」。

 　呂比須「きょうは前半１５分くらいまでに勝負しようと思っていました。そこで点が取れれば勝てると思いました。いい試合ができてうれしいです。お客さんもいっぱいだったし、幸せだなあと感じた。（最終戦は出場停止だが）次に出る選手が頑張ってくれると思います」。

 　山口「サポーターが多くて、気後れはしなかった。今日の自分はあまり上がらないで、中田、名波にいいボールを出すことを心掛けました。アウエーで２点取って勝てたからうれしい」。

 　日本サッカー協会・長沼健会長「選手は本当によくやった。アウエーの大観衆を気にせず戦っていた。終盤に気持ちが守りに入ってしまったようだが、それは仕方がない面もある。韓国は逆に重圧を感じて戦っていたのかもしれない」。

 　韓国・車範根（チャ・ブンクン）監督「中盤を支配できなかったことが敗因です。応援してくれたファンにこたえられなかったのは残念。すでにＷ杯出場を決めているせいか、緊張感も欠けていたように思う。日本はうまく戦ってきた」。

 　韓国サッカー協会・鄭夢準会長「日本の勝利を祝福します。これからも頑張ってほしい。日韓が協力関係を維持することを考慮すれば、日本とフランス大会に一緒に行くのはいいことだ。残るＵＡＥとの試合で素晴らしいゲームをするよう最善を尽くします」
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日刊スポーツ
★試合経過

・日本のツートップは、復帰したばかりの中山と城。他のメンバーは、ＧＫ川口、ＤＦ名良橋、秋田、井原、相馬、ＭＦ北沢、名波、山口、中田。

  ・コイントスで勝った日本は、メインスタンドから見て右側の陣地を選択。

  ・前０分、カザフスタンボールでキックオフ。

  ・前２分、危険なタックルをした名良橋がイエローカードを受ける。

  ・前２分、このＦＫをカザフスタンが直接狙うが、川口がキャッチ。

  ・前３分、中田のＣＫは、ＤＦがクリア。

  ・前４分、相馬のクロスに、中山が頭から飛び込んだが空振り。

  ・前５分、名波のパスから、左サイドを上がった相馬がセンタリングするもＤＦクリア。

  ・前６分、相馬が下がり目の位置から中央に折り返し、中山が頭で合わせるが右に外す。

  ・前７分、相馬がＤＦの裏にセンタリング。フリーの城がヘディングシューとしたが、右に外す。

  ・前９分、縦パスを受けた城が足を引っかけられる。ファウルのサドゥオフはイエローカード。

  ・前１０分、名波のＣＫを、ファーサイドの中山が頭で合わせるが左に外す。

  ・前１２分、左コーナー付近のＦＫ。中田が中央に上げ、飛び込んだ秋田がドンピシャリのヘディングシュート。ＧＫとすれ違いざまに先制ゴール。

・前１６分、中盤の名波が左サイドにはたき、走り込んだ相馬が マイナス気味にグラウンダーでセンタリング。中田が左足でシュート、ＧＫがボールに触りながらもゴール。

  ・前２０分、相馬がオフサイド。

  ・前２１分、中山のショートパスを受けた中田が、中央に切れ込んでシュート。上にふかす。

  ・前２２分、城がオフサイド。

  ・前２３分、相馬が一人をかわしてセンタリング。城が飛び込んだが、ＧＫキャッチ。

  ・前２４分、ＦＫを横に流して名良橋がロングシュートしたが、失敗。

  ・前２５分、ファミルツェフのミドルシュートを川口が正面でキャッチ。

  ・前３０分、名波のＣＫをＤＦがクリア。これを中山がオーバーヘッドで折り返し、北沢が頭で合わせるがＧＫ正面。

  ・前３４分、中山がオフサイド。

  ・前３８分、名波のスルーパスから中田が抜け出し、フリーの中山にパス。やや浮き球になり、中山が右足のインサイドで合わせたが、上に外す。

  ・前３９分、相馬がオフサイド。

・前４４分、右サイド、ペナルティエリアやや外側のＦＫ。名波 のセンタリングに中山が頭から飛び込み、ゴール。

  ・シュート数は、日本１３、カザフスタン４、ＣＫは、日本３、カザフスタン０。

  （前半終了）


  ＜ハーフタイム＞ 

  ・後０分、日本ボールでキックオフ。両チームともメンバー交代はなし。

  ・後０分、城が足をかけられてＦＫ。中田が強烈なシュートを放ち、ＧＫがはじいたが、詰めた中山がミスキックして外す。

  ・後３分、カザフスタン左サイドからのセンタリングは、川口がキャッチ。

  ・後５分、相馬が右足でゴール前に放り込み、これを受けた城が胸でトラップ。左足でシュートしたが、右ポストを直撃。

  ・後８分、山口がオフサイド。

  ・後１１分、中盤からのズバレフのＦＫは、カベに跳ね返される。

  ・後１２分、中田がミドルシュート。枠から外れる。

  ・後１８分、ズバレフに代わり、マズバエフが出場。中山、名良橋に代わり、高木、中西が出場。

  ・後２０分、城が倒され、ゴール前やや右でＦＫ。名波が直接狙ったが、クロスバーを直撃。

 ・後２１分、右ＣＫから、ファーサイドの井原が右足で合わせてゴール。

  ・後２５分、日本のクリアミスから、ロギノフがシューとしたが、力なく川口がセーブ。

・後２７分、ゴール前正面ＦＫ、エフテエフがカベ越しに直接ゴ ール。

  ・後３０分、ペナルティエリアやや外側のＦＫ。コースを変えてから中西がシュートしたが、失敗。

  ・後３１分、高木が左足でロングシュートしたが、上に外す。

 ・後３３分、相馬のセンタリングを高木が右足のアウトサイドで合わせてゴール。

  ・後３４分、マズバエフがイエローカード。

  ・後３７分、コトフに代わってチョツシキンが、北沢に代わって森島が出場。

  ・後３９分、ＤＦの裏に名波が浮かせて、森島が右足で合わせたが、ＧＫセーブ。

  ・後４０分、名波の右ＣＫから、高木が頭で合わせたが上に外す。

  ・後４３分、中田のミドルシュート。ＤＦに当たり、コースが変わってクロスバーを直撃。

  ・後４４分、直接ＦＫを川口が正面でキャッチ。

  （試合終了） 


日刊スポーツ
　日本が５－１でカザフスタンに大勝し、アジア 地区第３代表決定戦（１６日、マレーシア）進出を決めた。日本は、通算３勝４分け１敗の勝ち点１３とし、ＵＡＥが最終戦（対韓国、９日）に勝っても勝ち点１２にしかならないため、日本のＢ 組の２位が決定。Ａ組２位との第３代表決定戦に勝てば、Ｗ杯本大会初出場が決定する。

  　カズと呂比須が警告の累積で欠場した１戦。日本は、中山、城の２トップで必勝を期した。序盤から積極的に攻めた日本は前半１２分、ＦＫから秋田のヘッドで先制。４分後に中田が加点すると、同４４分に中山が、体ごとゴールに飛び込む ヘディングシュートで３点目を奪った。後半に入っても攻撃の手を緩めず、ＣＫから井原が決め、途中出場の高木もゴールを挙げた。攻守に圧倒した日本は、守ってもＦＫからの１失点に抑えて、危なげなく勝利をおさめた。
　日本代表は、第３代表決定戦へ向け、１０日に マレーシアへ出発。クアラルンプールで調整し、  １４日に会場となるジョホールバル入りし、１６日の本番に臨む。

　中山が、２年５カ月ぶりに”ゴンゴール”を決めた。前半４４分、名波のＦＫに、ダイビングヘッドで合わせて、貴重な３点目をマーク。体ごとゴールに飛び込む中山らしい得点だった。「カズさんの気持ちもグラウンドに持っていきました」。一目散に走り出すと、ベンチとサポーターに向かって、下に着ていた１１番のユニホームをアピールした。

 　序盤は、気持ちが空回りした。持ち前の運動量で、ゴール前をかき回したが、イレ込みすぎてシュートミスを連発。しかし、そんながむしゃらな姿勢がイレブンの闘志をかき立て、ゴールラッシュに結びつけた。

 　左サイドのスペシャリスト、相馬が２アシストといぶし銀の活躍をみせた。韓国戦同様、果敢に攻め上がり、名波とのコンビで左サイドを切り崩した。前半１６分に、ドリブルで切れ込み、フリーの中田へ冷静な折り返し。後半３３分には、ＧＫとＤＦの間のスペースへ絶妙なセンタリング。高木の代表復帰ゴールを導いた。一時は、調子を落としていたが、ここにきて本来の積極性が復活した。この日も１対１から突破を挑んで、精度の高いクロスを放り込み続けた。派手な得点ラッシュの陰に隠れたが、間違いなくＭＶＰ級の働きだった。

  　日本が、第３代表決定戦で戦うＡ組２位は、イランかサウジアラビアになる。１２日に行われるサウジ－カタール戦で、勝った方が首位に出て２位はイラン。引き分けた場合 は、イランが首位でサウジが２位になる。

  　第３代表決定戦に敗れた場合は、オセアニア地区１位の豪州とのプレーオフに（ホームアンドアウエー方式、２２、２９日）回り、最後の出場切符をかけて戦う。

　岡田監督「早めに点が入ったので、何点かは取れるかと思っていました。後半にコンビネーションが合わず、右サイドからの攻撃ができなかったのが課題。万全を尽くして、フランスに行けるようにしたい」。

 　井原「（ゴールは）フリーだったので、無我夢中でした。次の試合が一番大事なので、これまでのサッカー人生をかけて、精一杯やります」。

 　中山「みんなの歓声を聞いたら、鳥肌がたちました。最初は走っているつもりでも、どう走っているのか分からないくらいでした。（１１番のユニホームを下に着て）カズさんの気持ちもグラウンドに持っていきました」。

 　高木「途中からだったので、思い切ってやりました。久しぶりの試合でどうなるかと心配だったけど、点が取れてよかった。勝利に貢献できてよかったです」。

 　城「コンビネーションが完ぺきといえるほどできました。次に勝たないと意味がない。気持ちを切り替えていきます」。

 　秋田「いい時間に取れて、いいリズムでいけました。チームは上昇していますし、次で決めたいと思います」。

 　山口「セットプレーで先制できて楽になりました。自分たちの色とか形みたいなものを取り戻せてきた気がする」。

 　川口「中山さんの３点目が大きかった。やっとＷ杯への出場権を得るチャンスをつかめました。（失点は）カベの枚数が少し足りなかったのかも。修正していきたい」。

 　カズ「チームはいい雰囲気になっている。みんなが一つになれば突破できる。４年前の経験が最後に生きると思う」。

 　日本サッカー協会・長沼健会長「敵地での借りを返そうと戦ったのだろう。上げ潮に載って第３代表決定戦に行きたかった。厳しさは変わらないが、チームは緩んでいない。次で決めたい」。

 　日本サッカー協会・川渕三郎副会長「３度目の正直といったところか。最後の追試に合格し、次には卒業できるかどうかの試合が控えている。今度が最後という気持ちでやらなければダメだ」。

 　カザフスタン・ベルダリン監督「動きや体力面で日本に負けていました。圧倒的なファンも日本に有利でした。私たちにはこんな大観衆での試合経験がない。アウエーとホームで同じように戦うのは無理でした。ぜひ第３代表になって下さい」。
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日刊スポーツ
　勝った。日本代表が、悲願のＷ杯本大会出場を決めた。アジア屈指の攻撃力を誇るイランに対し、日本イレブンが体を張った。過去３勝２分け５敗と苦手にしてきた強敵を、延長後半３－２で撃破した。ドーハの悲劇から４年、初めて予選に挑んだ１９５４年から４３年、１０度目のチャレンジで、アジア代表切符をつかんだ。
　勝負を決めたのは、最終予選初出場の岡野だった。延長後半１４分、俊足を飛ばして、ＧＫがはじいた球に滑り込み、決勝ゴールを決めた。岡野自身にとっては、つらい最終予選だった。初戦から最終戦まで毎回召集されながら、試合には１度も出る機会がなかった。しかし、腐らず出番を待った。そして迎えた大一番、延長戦からピッチに立つと、これまでのうっぷんを晴らすかのように、走り回った。延長前半１３分には、ＧＫと１対１になりながら、パスを出して逸機した。久々の出場で弱気になっていたが、このミスで吹っ切れた。がむしゃらに駆け回った先には、フランスへの道を切り開くゴールデンゴールが待っていた。
　先手を取ったのは日本だった。前半４０分、中田のスルーパスを受けた中山が左足で先制。しかし、後半に入るとアジジ、ダエイの両エースに立て続けに得点されて、逆転を許した。ここで、岡田監督が大胆なさい配をみせた。カズ、中山に代えて、城、呂比須を投入。これがピタリと当たり、後半３０分に城のヘディングシュートで同点。押せ押せムードの日本は、延長戦で終始押しまくり、途中出場した岡野のゴールデンゴールに結びつけた。
　最終予選も、苦しい戦いの連続だった。好調な滑り出しも、９月２８日のホームでの韓国戦では、まさかの逆転負け。中央アジア遠征でも勝ち星を拾えず、突然の監督交代というドタバタ劇も経験した。自力２位も、２度消滅した。しかし、決してあきらめないイレブンの闘志が、強い日本を復活させた。サポーターの強烈な後押しが、勝利をたぐり寄せた。そして、マレーシアの地で、日本サッカーに新たな歴史が刻まれた。
　日本代表は、すでに出場を決めている韓国、サウジアラビアとともに、アジア地区代表として来年６月１０日から開催されるフランスＷ杯へ向かう。
　岡田監督「みなさんの応援があって初めてＷ杯に行けることになりました。ありがとうございました。いろんな人に感謝の気持ちでいっぱいです。ゴールデンゴールは、我々にとって有利だったと思います。（カズと中山の交代は）１－１でも思い切って変えようと思っていました。その後１点ビハインドになったので、すぐに変えました。延長の前には、この延長で勝負を決める、岡野を右サイドに走らせろと指示を出しました。この試合は、人気の落ちているＪリーグの起爆剤のためにも、２００２年のＷ杯の前に実力で出場するためにも重要でした」。


日刊スポーツ
井原「後半の立ち上がりで点を取られて苦しい試合でしたが、みんなのフランスに行きたいという気持ちで同点にすることができました。僕たちは４年前に悔しい思いをしていたので、なんとかフランスへの切符が取れてよかったです。みなさんに恩返しができました」。

 　岡野「まだ信じられません。みなさん応援ありがとうございました。ずっと出ていなかったので、弱気になっていましたでもチャンスがあったので、絶対に決めてやろうと思っていました」。

 　カズ「ここまで応援してくれたみんなにありがとうといいたいです。この予選を通じて勝つことの難しさ、代表の重みを感じています」。

 　中山「ホッとしました。自分なりに仕事はできたと思います。みんなに感謝していますし、ここに呼んでくれたことにも感謝しています。この喜びのためにこの４年があったのかなと思います」。（Ｗ杯に）出てどれだけ勝てるかだから。また熱く戦い
たい」。

　相馬「うれしいです。勝ったことが全てです。とにかくうれしいです」。

　山口「苦しかったです。最後はわりと冷静になってやっていたので、大丈夫かなと思っていました」。

　川口「２カ月長かった。ダエイにやられたけど、崩れないで立て直せたのがよかった。きょうは思い切り喜んで、またあすから頑張る」。

　　呂比須「言葉にならない。長い間頑張って、最後に結
果が出てよかった。お母さんはずっと応援してくれてい たし、きょうもどこかで応援してくれていたと思う。お 母さんにプレゼントしたい」。

　秋田「今までで一番きつかった。勝利はサポーターのおかげです」。

 　名波「背番号が１０番だからと風当たりの強い面もあったんですが、みんなが信頼してくれたので頑張れました」。

 　中田「決めるべき所を決められなかったので、疲れました。本戦に出ないと何の意味もないので、そんな意味ではよかったです」。

 　北沢「本当に疲れました。でも、それ以上にうれしいです。今の喜びをもっと大きな喜びに変えられるように頑張っていきたい」。

 　日本サッカー協会・長沼健会長「長い間の悲願が実現できて感無量だ。マレーシアまで応援に来てくれたサポーター、スタッフ、選手全員にも感謝したいです。２００２年に
 向けても、大きなプラスになる。岡田は困難な状況から、よくチームを立て直してくれた。今後のことは帰国してからの問題」。

 　日本サッカー協会・川渕三郎副会長「うれしさをどう表現していいか分かりません。岡田監督のもと一丸となってここまでよく戦ってくれました。サポーターの方にもお礼を
 言いたいです」。

 　日本サッカー協会・岡野俊一郎副会長「うれしくて、言葉がなかった。あの落ち込んだチームを岡田がよく立て直した。そして加茂のサッカーは間違っていなかった。岡田がそのサッカーをいい形で引き出した」。

日刊スポーツ
★試合経過１（前半）
・ラルキンスタジアムの気温は２８度、湿度８０％。

  ・日本のスタメンは、ＧＫ川口、ＤＦ相馬、井原、秋田、名良橋、ＭＦ名波、山口、北沢、中田、ＦＷ三浦知、中山

  ・イランのスタメンは、ＧＫアベドザデー、ＤＦハクプール、ペイラバニ、アサディ、ＭＦマハダビキア、エスティリ、マンスリアン、ザリンチェ、ナムジュ、ＦＷダエイ、アジジ

  ・前０分、日本ボールでキックオフ。

  ・前０分、相馬が右足でクロスを入れ、ＤＦがクリアミスしてオウンゴールかと思われたが、オフサイド。

  ・前３分、ダエイが、ペナルティエリアの外から両チーム初のシュート。大きく上に外す。

  ・前４分、中盤でＦＫを得て、ショートパスから山口がロングシュート。右に外す。

  ・前５分、イランのＣＫは、ＤＦがクリア。

  ・前６分、山口の縦パスから北沢がくさびになり、中田がシュート。上に外す。

  ・前１０分、日本ゴール前混戦から、イランＦＷがシュートしたが、キックミス。

  ・前１６分、イランのＣＫをＤＦがクリア。

  ・前１６分、ダエイの左からのシュートは、力なくゴール右へ。

  ・前１７分、左サイド、名波のＦＫはＧＫパンチング。

  ・前１８分、中山を倒したアサディがイエローカード。

  ・前１９分、相馬のセンタリングから中山がポストになり、中田がシュート。左に外す。

  ・前２１分、イランのＣＫは、シュートミスで川口が落ち着いてキャッチ。

  ・前２２分、左サイド、中田のＦＫはＤＦがクリア。

  ・前２４分、名良橋のセンタリングは、ＧＫがダイレクトでキャッチ。

  ・前２５分、ハクプールがイエローカード。

  ・前２５分、中田のＦＫは、ＤＦがクリア。

  ・前２８分、井原がイエローカード。

  ・前２９分、アジジがドリブルシュート。強烈なシュートも川口が横っ飛びでセーブ。

  ・前３１分、名良橋のセンタリングは、やや大きくＧＫがキャッチ。

  ・前３３分、名良橋の折り返しから、北沢がミドルシュート。正確にミートせず、上に 外す。

  ・前３５分、山口の縦パスに中山が反応したが、ＧＫがセーブ。

  ・前３５分、マハダビキアがイエローカード。倒された名波が、ピッチから一時退場するが復帰。

  ・前３８分、マハダピキアのミドルシュートは、左ポストを直撃。

　 ・前４０分、中田のスルーパスに反応した中山が、ＤＦの裏に飛
び出し、左足でシュート。ＧＫの手に当たるも、先制ゴール。

  ・前４４分、名波が左にはたき、相馬がセンタリング。カズがＧＫを競り合うが、ＧＫキャッチ。

  ・シュート数は、日本５、イラン６、コーナーキックは、日本０、イラン４。

  （前半終了）


日刊スポーツ
★試合経過２（後半～延長）
・後０分、イランボールでキックオフ。

  ・日本、イランともに選手の交代はなし。

・後１分、混戦を抜け出したダエイが左足でシュート。川口がはじいたところを、アジジが詰めて同点ゴール。

  ・後４分、中田とのワンツーから、名良橋がセンタリング。中山が頭で落とし、北沢がシュートしたが上に外す。

  ・後５分、相馬のセンタリングはＤＦにはじかれたが、こぼれ球を北沢がシュート。ワクに飛ばず。

  ・後７分、ゴール前ほぼ正面から、カズのＦＫは上に外す。

  ・後１０分、アザディに代わり、ミナバンドが出場。

  ・後１１分、カズがドリブルシュート。力なく右に外す。

  ・後１３分、右サイドから名波のＣＫ。ＤＦが頭でクリア。

　・後１４分、右サイドを崩されてセンタリング。ダエイが高い打点から頭で合わせてゴール。

  ・後１８分、カズと中山に代わって、城と呂比須が出場。

  ・後２０分、ザリンチェに代わって、パシャルザデが出場。

  ・後２２分、名波のセンタリングから、呂比須が頭で合わせたが、上に外す。

  ・後２３分、中田のＦＫからのこぼれ球を井原がシュート。ＧＫがセーブ。

  ・後２４分、相馬のセンタリングを、城がワントラップしてシュート。ＤＦに当たって
  ＣＫ。

  ・後２５分、左サイドからのＣＫは、ＤＦクリア。

  ・後２８分、城がゴール前でシュートするが、ＧＫが体に当ててセーブ。

  ・後３０分、中田のＣＫはＤＦがクリア。

　 ・後３１分、中田のクロスを城がＤＦと競り合いながら頭で合わせて同点ゴール。

  ・後３５分、ナムジュに代わって、モディルースタが出場。

  ・後３５分、中田のＣＫは、ＧＫが直接キャッチ。

  ・後３６分、名波のＦＫを秋田が頭で合わせたが、左に外す。

  ・後３９分、ゴール前の混戦からアジジがシュートするも上に外す。

  ・後４１分、中田のＦＫは、軽く横に流し、名波がロングシュート。ＧＫがかろうじてセーブ。

  ・後４２分、北沢のセンタリングを城がヘディングシュート。クロスバーをかすめて外れる。

  ・後４３分、相馬のセンタリングに、城がバランスを崩しながら頭で合わせるが左に外す。

  （後半終了） 

  ・延前０分、北沢に代わって、岡野が出場。

  ・延前０分、イランボールでキックオフ。

  ・延前１分、岡野がシュートするもＧＫ正面。

  ・延前２分、中田のスルーパスに岡野が走り込み、シュート。ＧＫが体でセーブ。

  ・延前５分、右サイド、中田のＦＫをクリアしたボールを名波がロングシュート。左に
  外す。

  ・延前１１分、中田のクロスを城が頭で合わせるがＧＫ正面。

  ・延前１２分、ハクプールのＦＫはカベに当たってＣＫ。

  ・延前１３分、イランＣＫをインターセプトした中田が、大きく縦パス。これに走り込んだ岡野がドリブルで持ち込み、ＧＫと１対１になったが左にパスミス。

  ・延前１５分、ＧＫの遅延行為によりパネルティエリア内で間接ＦＫ。中田が横に出し、名波が狙うが失敗。

  （延長前半終了）


  ・延後０分、日本ボールでキックオフ。

  ・延後２分、ミナバンドがイエローカード。

  ・延後３分、アジジがイエローカード。

  ・延後６分、ショートコーナーからニアに城が飛び込んだが、ゴールキック。

  ・延後１０分、イランのＧＫアベドザデーが左肩を負傷。

・延後１４分、中田が一人をかわしてミドルシュート。ＧＫがはじいたところに、岡野が詰めてゴールデンゴール。

  （試合終了）


